
 

 

 

 

 

    

令和２年産 タマネギ栽培研修会開催 

 

令和２年産のタマネギの定植時期を迎えるにあたり、１０月２３日に育苗、ほ場

選定・準備、定植作業にかかる研修会を開催しました。 

 

甲賀地域では、大規模水田農業経営体を中心にタマネギが栽培されており、ＪＡ

こうかに契約出荷されています。しかし、ここ数年、悪天候によりほ場の準備がで

きず適期に定植ができないことや定植できても病害虫の防除が十分でないことから、

収量や生産量が不安定な状況となっています。このため、研修会では適期の定植や

初期生育の確保の重要性を重点的に説明しました。 

また、今年の気象は「１０月下旬から晴れる日は少なく、気温は平年より高い」

予想となっていることから、耕うんや溝掘りによる排水路等のほ場準備を速やかに

実施することや「べと病」は症状が出ていなくても定植後すぐに予防防除を行うこ

と等の指導を行いました。 

今後も、当課はＪＡと連携し現地巡回等により適切に栽培管理が行われるよう支

援を行っていきます。 
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